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X09b 極めて等価幅の大きな輝線銀河の検出と初代銀河の可能性について
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初代星 (Pop III星)およびそれらからなる初代銀河の探査は、銀河形成を解明する上で極めて重要である。特
に年齢が数Myr程度の若い銀河では、静止系の等価幅にして数千 Åにも及ぶ極めて強いHα輝線が見られると予
想され、このような天体は広帯域フィルターの測光において超過を示すと考えられる。加えて重力レンズ天体を
用いることで非常に低光度の初代銀河を捉えられる可能性がある。
本研究ではCLASHプロジェクトのアーカイブデータを用いて、広帯域測光の SEDで輝線による超過を示して

いると考えられる銀河の探索を行なった。その過程で発見された天体 JE1について報告する。JE1はHST/WFC3
の F125Wバンドにおいて非常に大きな超過を示している (観測等価幅で約 6000Å)。また、可視から近赤外にか
けて極めて青いスペクトルを示している (observedの波長域においてスペクトルスロープ β ∼ −2.7)。この天体に
ついての分光データは存在しないが、Bバンドで検出されていること、非常に大きな観測等価幅を示すことから、
この超過はHα輝線である (z ∼ 1)と仮定して SEDフィッティングを行った。銀河スペクトル進化コード Pégase
3によるモデルを用いると、exponentialな星形成史を仮定して年齢は数Myr程度になり、非常に低年齢という結
果になった。さらに、Pop III星によって構成される初代銀河のスペクトル進化コードであるYggdrasilによるモ
デルを用いると観測とより良い一致を示し、この場合も年齢は数Myr程度となった。これらの結果は JE1が極め
て若く初代銀河に近い性質を持つ可能性を示唆する。講演では JE1が [OIII]輝線天体である可能性や、AGNで
ある可能性など他の可能性についても論じる。


